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皮 膚 科 領 域 に お け るTE-031の 臨 床 的 検 討

熊 切 正 信 ・安 居 千 賀 子 ・大 河 原 章

北海道大学医学部皮膚科学教室

エ リスロマ イシンの誘導体 であるTE-031は 酸 に きわめて安 定で,組 織移行性 に優 れてい るとされ

る。そ こで,現 在使用 されてい るエ リス ロマ イシンに代 わる抗 生剤 として使用で きるか を検討 した。

TE-031を1回100～200mg,1日2回 に分けて食前 に投薬 し,臨 床効 果,細 菌学的効果お よび自覚

的,他 覚的副作用 を検討 した。投 薬期間は原則 として2週 間 とした。 その結 果,対 象疾患 別の臨床効

果 は,集簇 性座瘡 では,と くに新生 を抑 えている状態 を有効 と理解 したが,2例 の内,有 効1例,や

や有効1例,毛 嚢 炎は1例 で有効,〓 は2例 の内,1例 が有効,1例 は自潰 して排膿 したあ と改善 し

たのでやや有効,膿 痂疹性 湿疹 は1例 で有効,皮 下膿瘍 は1例 で やや有効,感 染性粉瘤 では1例 であ

ったが,途 中で切 開排膿 を行 つてか ら改善 したためやや有効 とした。以上 を合計す る と有効 は8例 中

4例 で50%,や や有効 までいれる と全例が該 当す る。

副作用:大 学病 院の性 格上,基 礎疾患 のある症例 が多 く副作用が心配 されたが,一 般検査成績で異

常値は1例 も検 出されなかつた。 また,自 覚的副作用 も認 められ なか った。

以上の成績 から本剤 は副作用 も少 な く,臨 床効果 も良い抗菌剤であ ると考 えた。

TE-031は エ リス ロマ イシン(EM)の 誘導体であ り,酸

にきわめて安定で,組 織移行性 に優 れているため,従 来

から汎用されてい るEMに 代 わる抗生剤 として脚光 を浴

びている。そ こで,皮 膚科領域の疾患 に本剤が使用で き

るかどうかを検討す るため,当 施設 を訪 れた表在性細菌

感染症の症例に使用 し,好 結果 を得 たので報告す る。

I. 試 験 方 法

昭和61年9月,10月 の2ヵ 月の間 に当科 を受診 した症

例の内,臨 床試験 をす ることについて患者の同意 を得 ら

れた8例 を対象 とした。投薬方法 はTE-031皮 膚科 領域

臨床試験計画書 に従 ってTE-031錠 を1回100～200mg,

1日2回 に分 けて食前に経口的に投 薬 した。臨床効果,

細菌学的効果お よび自覚的,他 覚 的副作用 を検討 した。

投薬期間は原則 と して2週 間 とした。内服薬の併用お よ

び局所の処置 は,抗 菌剤の効果に影響 を及ほす 可能性 の

あるものは避 けた。

ただし,病 変が 自潰する寸前 の状態 の時には切 開を加 え

た。

対象疾患 は集籏性座瘡(1群)2例,毛 嚢 炎(1群>1例,

痂(n群)2例,膿 痂疹性湿 疹(m群)1例,皮 下膿瘍(V

群)1例,感 染性 粉瘤(V群)1例 の計8例 であった。

効果の判定基準は 自 ・他覚所 見か ら臨床効果 を判断 し,

細菌学的検査,副 作 用の有無 を考慮 して有用性 の判断 を

した。自 ・他 覚所 見 として1群 では丘疹,膿 庖,硬 結 を,

H群 とV群 は硬結,自 発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹 を,m群

では発赤,水 庖,び らん,発 疹新生,リ ンパ節腫脹 を観

察 した。

II. 成 績

治療成 績 はTable1,2に ま とめ た。 その結果,対 象

疾患 別の臨床効果 は,集 籏性座瘡 では,と くに新生 を抑

えている状態 を有効 と理解 したが,2例 の内,有 効1例,

やや有効1例,毛 嚢炎 は1例 で有効,痛 は2例 の内,1

例が有効,1例 は自潰 して排膿 したあ と改善 したのでや

や有効,膿 痂疹性湿疹 は1例 で有効,皮 下膿瘍は1例 で

やや有効,感 染性 粉瘤では1例 であ ったが,途 中で切開

排膿 を行 ってか ら改善 したためやや有効 とした。以 上 を

合計 する と有効は8例 中4例 で50%,や や有効 までいれ

る と全例 が該 当す る。

I群 の集籏性座瘡 の症例2と,毛 嚢 炎の症例3は,と

もに難治性で ア トピー性皮膚 炎を合併 した症例であ り,

病巣 の近縁 にステロイ ド剤 の外用 を していることが関係

した ためか,治 験後 も再発 を繰 り返 している。n群 の痂

で 自潰 した症例4は 心膜炎があ るが,現 在は抗生剤 は使

用 されていない。 自然排膿後 に急速に改善 したため,薬

剤 よりも排 膿の効果が大 き く,や や有効 と した。III群の

膿痂 疹性 湿疹 は59歳 の症例で,当 科に受診する まで ステ

ロイ ド剤の外用 をしていた例で,外 用は中止 させ た。 リ

ンパ節腫 脹 は治療 後 に急 速 に改 善 したため,TE-031の

内服 の効果 と判 断 した。V群 の皮下膿瘍 は受診1ヵ 月以

上前 か ら他 医にて抗生剤 の内服,外 用,切 開 を繰 り返 し

施行 されてい る症 例で,TE-031の 内服の前 に施行 した

臨床検査で肝機能異常 が発見 されたため,肝 障害 は当科
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Table 1 Clinical and bacteriological effect of TE-031

Table 2 Background of patients
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受診前に投薬 された抗生剤 による ものと考 え,判 明 した

7日 目に投薬 をすべて中止 して,入 院の上安静 と洗浄で

治療した。入院時の臨床検査で は肝機能異常は改善の傾

向があ り,TE-031の 内服 に よって悪化 する とい うこ と

はなかった。

副作用:大 学病 院の性格 上,基 礎疾患のあ る症例が 多

く副作用が心配 されたが,一 般検査成績で副作用 による

と考えられる異常値 は1例 も検 出されなか った。 また,

自覚的副作用 も認 められなかった。

以上の成績か ら本剤 は副作用 も少 な く,臨 床効果 も比

較的良い抗菌剤である と考 えた。

III. 考 案

皮膚科領域では浅在性感染症が多 く,そ の病変か ら分

離される菌の多 くはブ ドウ球菌であ る。

従来か ら用い られて いるエ リスロマイシ ン(EM)に 対す

る耐性菌 も多 くな り,第 一次選択薬 と して は比較的用い

られな くなった)。 しか し,今 回大正製薬 によ って開発

された抗菌剤であ るTE-031はEMの 誘導体 であ るが,

改良された点は酸 にきわめて安定で,組 織移行性 に優れ

ている点で ある21。その ため,EMに 代 わ って使用 で き

る可能性が期待 されてい る。

今回検討 した症例 は8例 であ った。検討時期が秋にあ

たり,ま た大学病院の性格上,基 礎疾患 を有 してい る患

者が5例 であ り,し か も,前 医での治療 を受けていた症

例が2例 と新鮮例 が少 ないため,有 効率 が50%と 低 めに

で た。 しか し,こ の数字 だけで本薬剤 の有効性 を論議 す

るには無理があ る。 もと もと,浅 在性感染症 は適切 な処

置 を施す ことによって自然治癒が期待 で きる疾患 である

が,逆 に,基 礎疾患があ る と経過 は長 く,再 発 を繰 り返

す。外科的処置 を早期 に施行す れば改善度 は上が るが,

抗菌剤の判定 を難 しくす る。 この ような背景があ るため

自験例では抗菌剤の効果 をで きるだ け反映す る方法 を選

んだ。難治性の症例 を対象 と した割に は良い成績であ っ

た と考える。

本剤の副作用は少ない ようで,自 験 例は全例で特 別の

異常 は観察 されなか った。計 らず も治療 前に肝機 能異常

のあ った例(症 例7)に 遭遇 したが,本 剤によって検査値

が一層悪化 するこ とはなか った。マ クロ ライ ド系抗生剤

は もともと肝機能異常が 出やす い薬剤Dと 考 えられてい

るが,本 剤 は比較 的使用 しやすい有用 な薬剤 と考 えた。
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CLINICAL STUDY ON TE-031 TABLET IN DERMATOLOGY

MASANOBU KUMAKIRI, CHIKAKO YASUI and AKIRA OHKAWARA

Department of Dermatology, School of Medicine, Hokkaido University, Sapporo

We examined the usefulness of a new antibiotic, TE-031, in dermatology. Subjects had acne conglobata(2 cases), folli-

culitis(1), furuncle(2), impetigo eczematosa(1), subcutaneous abscess(1), and inflammatory atheroma(1) . Improve-
ment was moderate in 50% and slight in 50% of the patients. These results were acceptable , since the patients had
underlying diseases or had been previously treated unsuccessfully. No side-effects or abnormal laboratory values were

detected.


